
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

中堅・ベテラン従業員がこれまで培った経験に基づく知識・技能の見える化及び後輩従業員の業務改善 

支援ができる知識と技能を習得し、後輩従業員の営業活動の分析や改善策の検討を行うことができる。 

《講師のご紹介》  
１９７９年東北大学法学部卒業。同年(株)三菱電機入社後、群馬製作所（営業部にてオーブンレン
ジ機種担当…商品企画、宣伝販促等）、中津川製作所（太陽光発電事業副センター長…営業統括、
事業計画作成等）、本社（リビングデジタルメディア事業本部販路部長）、三菱電機住環境システ
ムズ(株)常務取締役（本社・企画室長、中部支社長）。２０１５～１９年(株)三菱電機ライフネッ
トワーク社長（主に家電量販店を担当する販売会社の経営）。 

・指導実績 
販売会社社員対象のプレゼンテーション研修 
製作所・販売会社対象のマーケティング研修 
販売会社経営幹部候補対象の経営講座 他 

【日 時】令和４年１０月１８日（火）９：３０～1６：３０ 

【会 場】群馬県勤労福祉センター第４会議室 （前橋市野中町 361-2） 

【講 師】(株)三菱電機ライフネットワーク 前社長 上原 幸雄 氏  

【受講料】３，３００円（税込）※ 生産性本部会員は昼食付き 

※  お申込み受付後、請求書を 

郵送させていただきます。 

 

【講師コメント】受講者の皆様は、会社の中核として、自分の仕事

の棚卸し、経営幹部への企画・提言や社内関係部門の説得、営業

スキルの更なる気づきは必要ではないでしょうか。一方で会社の

継続性の観点から、後輩に引き継いでいく使命もあります。それ

らのために「見える化」「わかる化」「伝える力」のスキルを磨

くことに力点を置いた内容としました。 

受講対象者：４５歳以上の従業員の方 

※４５歳未満の従業員の方も是非ご受講ください！ 

新型コロナウイルス 

感染防止対策 

実施中！ 

マスク着用・消毒・検温等の 
感染症対策への 

ご理解・ご協力をお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【経験に基づく営業活動の見える化と継承】（１０/１８）申込書 
 

企業 

団体名  

企業・団体規模(○で囲んでください) 

Ａ1～29人、Ｂ30～99人、Ｃ100～299

人、Ｄ300～499人、Ｅ500～999人、

Ｆ1000人～ 

所在地 

〒 業種(○で囲んでください) 

01建設業、02製造業。03運輸業、04

卸売・小売業、05 サービス業、06そ

の他 

ＴＥＬ  FAX  

E-mail  

会員区分 １．一般       ２．生産性本部会員      （○で囲んでください） 

派遣ご担当者 

お名前 
 

ご所属/役職  

備 考  

参

加

者 
 

お名前 
ふりがな 年鈴 

就業状況 ・正社員 ・非正規雇用 ・その他（自営業等）

（○で囲んでください） 

お名前 
ふりがな 年鈴 

就業状況 
・正社員 ・非正規雇用 ・その他（自営業等）

（○で囲んでください） 

お名前 
ふりがな 年鈴 

就業状況 
・正社員 ・非正規雇用 ・その他（自営業等）

（○で囲んでください） 

お名前 
ふりがな 年鈴 

就業状況 
・正社員 ・非正規雇用 ・その他（自営業等）

（○で囲んでください） 

 

【経歴の棚卸し】 

✔「伝える力」の重要性…伝える力の巧拙で結果は大きく変わる、「見える化」とは「(会社)の問題を見え

るようにすること、「見える化」の落とし穴、「わかる化」を伴って初めて「見える化」は完成する、

営業中核のあなたには４人の「伝える相手」がいる 

✔自分の職務・経験値を棚卸しする 

【営業活動の分析と改善】 

✔営業部門の難しさ・重要性…営業は「お客様からお金を回収する唯一の部門」である、営業は、利害が対

立する顧客とのコミュニケーションが必要、「1・10・100の法則」「商品３分に売り７分」、近江商人

の「三方良し」は「本当の資本主義」の原点、図解で理解するマーケティング総論 

✔「見える化」「わかる化」の切り札…図解の効果、数表とグラフも「図解」の一種、「図解」の作り方は

非常に簡単、営業が知っておくべき損益構造、棚卸しの中から優先順位の高いものを「図解」してみる 

【コーチングを活用した指導法】 

✔ナレッジマネジメントとしての「伝える力」…「具体➡抽象➡応用」で後輩にタスキを渡そう(成功体験

をそのまま伝えるのではなく、その底辺にある状況も含め一般論化できるかがポイント) 

 

 【申込み方法】ＦＡＸ：027-289-0038又はＥ-ｍａｉｌ：ｇｐｃ＠ｖｉ.ｓｕｎｆｉｅｌｄ.ｎｅ.ｊｐにてお願いします 

【申込期限】令和４年１０月４日（火）  

【問合せ先】群馬県生産性本部 担当:新井  

〒379-2166 群馬県前橋市野中町 361-2  TEL027-261-0603 

プログラム 


